
当
日
朝
、
教
室
に
行
く
と
、
生
徒
た
ち
は
す

で
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
い
て
、
備
品
準
備

や
ラ
イ
ン
引
き
な
ど
全
員
で
動
い
て
い
た
。

会
の
進
行
・
表
彰
・
最
後
の
片
付
け
ま
で
、

完
璧
に
や
り
遂
げ
て
い
ま
し
た
」

　
今
春
、
初
め
て
後
輩
を
迎
え
る
第
１
期
生
。

こ
れ
か
ら
も
常
に
先
陣
を
切
り
、
学
校
を
牽

引
し
て
い
く
存
在
と
し
て
確
か
な
自
信
を
身

に
付
け
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

新
し
い
学
力
を
、
生
き
る
力
に

学
校
の
フ
レ
ー
ム
を
超
え
た
学
習

　
星
陵
の
学
校
生
活
は
密
度
が
濃
い
。
朝
テ

ス
ト
・
朝
読
書
か
ら
始
ま
る
７
時
間
授
業
。

部
活
動
も
活
発
で
、
最
終
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

19
時
発
。
橋
本
学
年
主
任
は
「
時
間
に
制
約

が
あ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
時
間
の
使
い
方

を
工
夫
す
る
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
」
と
語

る
。

　
国
数
理
は
標
準
よ
り
35
時
間
増
、
英
語
は

70
時
間
増
。
３
年
間
で
標
準
よ
り
５
２
５
時

間
多
い
授
業
数
を
確
保
し
、
放
課
後
は
個
別

指
導
も
行
う
。
英
数
は
検
定
外
教
科
書
を
使

用
し
、
１
年
次
は
習
熟
度
別
「
α
」「
β
」
の

２
ク
ラ
ス
体
制
（
２
年
次
は
３
ク
ラ
ス
）
だ
。

　
２
月
模
試
の
結
果
で
は
、
１
期
生
に
は
成

績
下
位
層
を
占
め
る
生
徒
が
少
な
い
傾
向
が

現
れ
た
。「
伸
び
こ
ぼ
し
」「
落
ち
こ
ぼ
れ
」

を
出
さ
な
い
と
い
う
教
員
の
熱
意
の
成
果
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
橋
本
学
年
主
任
は
、
も

う
ひ
と
つ
の
理
由
を
こ
う
付
け
加
え
る
。

　「
β
ク
ラ
ス
の
意
欲
喪
失
が
心
配
で
し
た

が
、
生
徒
た
ち
は
『
習
熟
度
別
』
を
ポ
ジ
テ
ィ 

ブ
に
解
釈
し
て
い
る
。
α
と
β
の
境
界
の
生

徒
は
『
私
に
は
β
の
先
生
の
授
業
の
ほ
う
が

理
解
し
や
す
い
』
と
、
自
分
で
選
択
し
て
い

る
。
教
員
側
が
点
数
で
分
け
る
習
熟
度
別
授

業
と
は
違
う
次
元
で
、
生
徒
た
ち
は
自
ら
の

学
び
方
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
ん
で
す
」

　「
自
律
的
な
行
動
力
」
の
他
、
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
は
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
さ
ら
に
は
「
大
き
な
展
望
の
中
で

活
動
す
る
力
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
度
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）」
の

採
択
を
受
け
て
、
星
陵
中
は
「
富
士
山
と
共

に
生
き
る
植
物
」
の
講
座
を
通
年
で
開
講
し

た
。
富
士
常
葉
大
学
の
教
授
と
と
も
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ

研
究
を
論
文
に
ま
と
め
て
製
本
。
さ
ら
に
保

護
者
な
ど
を
招
い
た
成
果
発
表
会
で
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
生
徒

は
自
主
的
に
行
う
が
、
真
に
目
指
す
レ
ベ
ル

は
そ
の
先
に
あ
る
。
富
士
の
人
工
林
調
査
を

足
が
か
り
に
、
伐
採
す
る
か
否
か
、
跡
地
の

活
用
法
は
、
費
用
は
、
課
題
は
…
と
思
考
を

展
開
す
る
「
探
究
力
」
だ
。
実
際
、
風
力
発

電
所
を
建
設
す
る
案
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
ま
で
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
グ
ル
ー
プ
も

現
れ
た
と
い
う
。

　「
知
育
・
徳
育
・
体
育
・
美
育
」
の
４
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
「
美
育
」
は
他
校

と
は
違
う
切
り
口
を
持
つ
。
芸
術
か
ら
科
学

ま
で
「
本
物
」
に
触
れ
る
こ
と
に
重
き
を
置

く
が
、「
観
て
終
わ
り
」
に
は
し
な
い
。
生

徒
た
ち
は
１
年
次
に
「
静
岡
県
立
美
術
館
」

で
写
生
を
行
っ
た
。
橋
本
学
年
主
任
は
言
う
。

　「
芸
術
家
を
目
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
全

教
科
の
『
観
察
力
』
に
つ
な
が
る
ん
で
す
。

『
本
物
』
が
題
材
で
す
か
ら
、
機
会
が
増
え

る
ほ
ど
目
が
肥
え
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く

力
が
養
わ
れ
る
。
頭
が
柔
ら
か
い
時
期
で
興

味
関
心
も
高
い
の
で
、
心
動
か
さ
れ
た
モ
ノ

は
、
簡
単
に
忘
れ
な
い
し
長
期
記
憶
に
入
り

ま
す
。
す
べ
て
の
教
科
学
習
の
質
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

「
星
陵
に
行
っ
て
学
び
た
い
」

明
確
な
意
志
を
持
つ
第
２
期
生

　
平
成
24
年
１
月
、
第
２
期
生
の
入
試
が
実

施
さ
れ
た
。
下
村
博
寿
入
試
広
報
課
長
は
初

年
度
と
は
違
う
手
応
え
を
掴
ん
だ
と
い
う
。

　「
２
期
生
は
、『
星
陵
で
学
び
た
い
』
と
心

か
ら
願
い
、
勉
強
を
頑
張
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
ば
か
り
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。
初
年
度

と
の
大
き
な
違
い
は
、
在
校
生
の
笑
顔
や
、

き
ち
ん
と
成
長
し
て
い
る
姿
を
実
際
に
見
て

も
ら
え
た
こ
と
。
星
陵
中
の
中
身
を
確
認
し

た
上
で
、選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
ね
」

　
昨
年
も
盛
況
を
呈
し
た
学
校
説
明
会
だ
が
、

今
年
度
は
さ
ら
に
熱
い
視
線
を
集
め
そ
う
だ
。

橋
本
学
年
主
任
は
、「
理
想
論
で
だ
け
で
な

く
、
デ
ー
タ
な
ど
を
提
示
し
て
、
生
徒
の
実

像
や
伸
び
し
ろ
を
伝
え
ら
れ
る
時
が
、
よ
う

や
く
や
っ
て
来
ま
し
た
」
と
語
る
。
星
陵
中

学
校
が
求
め
る
生
徒
像
を
伺
っ
て
み
た
。

　「
小
学
５
・
６
年
生
の
基
礎
基
本
を
し
っ
か

り
復
習
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
事

象
に
興
味
関
心
を
持
つ
意
欲
を
持
っ
て
ほ
し

い
。『
じ
ゃ
あ
君
は
ど
う
す
る
の
？
』
の
問

い
か
け
に
対
し
て
、
知
識
を
活
用
し
な
が
ら

じ
っ
く
り
考
え
て
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を

見
出
す
力
は
、
星
陵
に
入
学
し
て
か
ら
も
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
求
め
ら
れ
る
能
力
で
す
」

　
星
陵
中
学
校
が
体
現
す
る
「
新
し
い
学

力
」
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
近
い
将
来
、
教
育

界
に
も
大
き
な
う
ね
り
を
起
こ
し
そ
う
だ
。

平
成
23
年
、
中
学
部
ス
タ
ー
ト

第
１
期
生
と
し
て
の
誇
り

　
壮
麗
な
富
士
山
を
眼
前
に
望
む
高
台
に
立

つ
星
陵
中
学
校
・
高
等
学
校
。
昭
和
50
年
創

立
の
高
等
学
校
は
、
近
年
、
東
大
、
京
大
、

国
立
大
医
学
部
、
早
慶
上
理
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

へ
の
合
格
者
を
輩
出
し
、
地
域
屈
指
の
進
学

校
と
し
て
の
評
価
を
固
め
て
い
る
。

　
昨
年
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
新
校
舎
が
完

成
。
太
陽
光
発
電
を
設
置
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
、
次
世
代
型
の
教
育
空
間
だ
。
こ
の

最
先
端
の
学
び
舎
を
得
て
、
星
陵
中
学
校
の

新
た
な
歴
史
が
始
ま
っ
た
。「
私
た
ち
は
皆

さ
ん
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
坪
井

正
明
校
長
の
祝
辞
で
迎
え
ら
れ
た
１
期
生
は
、

地
元
小
学
校
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
だ
。
県
内
最
高
の
受
験
倍
率
を
勝
ち
抜

い
た
彼
ら
の
心
身
の
成
長
を
、
橋
本
正
学
年

主
任
は
１
年
間
見
守
り
続
け
て
き
た
。

　「
本
校
が
目
指
す
の
は
、『
セ
ル
フ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
（
自
己
教
育
力
）』
を
備
え
た
、

心
豊
か
で
調
和
の
取
れ
た
人
間
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
す
。
そ
の
命
題
を

掲
げ
る
学
校
の
１
期
生
と
し
て
の
誇
り
が
、

生
徒
の
心
に
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

１
年
間
で
し
た
。
外
部
の
全
国
模
試
を
初
受

験
す
る
際
、
彼
ら
が
見
て
い
る
の
は
『
全

国
』
に
お
け
る
自
分
の
位
置
で
す
。
二
度
目

の
模
試
で
は
、
成
績
中
下
位
層
の
生
徒
が

『
自
分
た
ち
が
頑
張
ら
な
い
と
』
と
奮
起
し
、

平
均
偏
差
値
を
底
上
げ
し
ま
し
た
。
数
値
も

で
す
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
潜
在
能
力
の

高
さ
は
、
嬉
し
い
驚
き
で
し
た
」

　
し
か
し
橋
本
学
年
主
任
は
、「
本
当
に
求

め
て
い
る
の
は
、
学
科
の
点
数
の
よ
う
な

『
小
さ
な
学
力
』
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と

『
大
き
な
学
力
』」
と
言
い
切
る
。
自
分
た
ち

の
風
を
起
こ
す
た
め
に
必
要
な
能
力
と
し
て

指
針
に
す
る
の
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
キ
ー
・

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
学
力
観
だ
。
星
陵
で

は
学
校
生
活
の
隅
々
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
昨
秋
、
橋
本
学
年
主
任
は
、
１
年
生
だ
け

の
生
徒
会
役
員
に
、「
球
技
大
会
」
の
企
画

運
営
を
一
任
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
問
題
解
決
能
力
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
必
須
能
力

だ
。
生
徒
た
ち
は
教
員
の
予
想
を
遥
か
に
超

え
る
行
動
力
を
発
揮
し
た
。

　「
生
徒
会
が
学
年
を
動
か
す
。
他
の
生
徒

も
『
自
分
た
ち
の
球
技
大
会
』
に
向
け
て
主

体
的
に
動
く
。
教
員
は
手
も
口
も
一
切
出
し

ま
せ
ん
。
彼
ら
が
、
い
つ
ど
ん
な
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
き
た
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
。
で
も

　平成23年春、富士地区（富士市・富士宮市）初の
中高一貫校として開校。グローバル・リーダーに必要
な能力を、６年間かけて育成できる体制が整った星
陵中学校。「知育・徳育・体育・美育」を柱とする６
年制一貫教育により、OECDが提示する世界基準の
「新しい学力」の獲得を目指している。来るべき社会
の「風を感じ、風を掴み、風を起こす力」を追い求め、
教員と第１期生がともに歩んだ１年間に迫る。

●データ

校　長：坪井　正明
住　所：〒418-0035

静岡県富士宮市
星山1068

電　話：0544-24-4811
交　通： 富士・富士宮周辺

で全21ルートのス
クールバスを運行

生徒数：122名
　　　　（１期生・２期生）
ホームページ：http://www.

starhill.ed.jp

朝読書では良書を知恵の
源泉として豊かな心を育む

総合的学習を行う探
究学習はテーマに
沿ってグループで調
べ上げる

61人が入学。新入生代表から「誓いの言葉」として、これから
始まる中・高６ヵ年への強い決意が語られた

学
校
法
人
静
岡
理
工
科
大
学

星
陵
中
学
校

先
輩
の
姿
に
憧
れ
て
――
第
２
期
生
が
入
学
！

「
世
界
基
準
の
学
力
」
を
具
現
化
す
る
挑
戦

校 長
坪井　正明

　2012・MAY2012年５月発行の『塾ジャーナル』より


